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     平成３０年１１月２５日発行 （第 101号）     
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

毎月 25 日に発行しています。みなさんのご意見･ご感想をお待ちしています。 

  

 
  

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

   

 

  

 

  

 

 

 

  

名古屋って、あったかくて  

いいまちだなぁ。 

間もなく１２月。「平成」最後の師走です。早いですね。平成３０年はどんな１年でしたか？今年やろうと掲げ
た目標は達成しましたか？ 何かと慌ただしい年末です。前を向いて進むのも大切ですが、たまには、自分の 
こと、大切な誰かのことに想いを馳せながら、ふり返ってみませんか？ 

「共同募金」について、ご存知ですか？赤い羽根をシンボルにしているので、羽根を見た 

ことはあるという方、学校で募金に協力したことがある方、町内会で協力をお願いされた方 

など、何らかの協力をいただいた方は多いかも知れません。 

共同募金は、戦後間もない昭和 22（1947）年に、市民が主体の民間運動と始まりました。当初、戦後 

復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法律（現在の「社会福祉法」）に 

基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。社会の変化のなか、共同募金は、誰もが住み慣れ

た地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援 

する「じぶんの町を良くするしくみ。」として、取り組まれています。 

 集められた募金は、地元の社会福祉協議会に配分され、社会福祉協議会が行う地域福祉事業に 

使われる他、地域で活動する団体の応援（助成）のために使われたり、災害時に被災された方に配分され

る「災害義援金」や、災害が起こった際、被災地等で活動するボランティアグループや NPO のための支援

金である「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」など、様々な民間 

の活動支援のために使われています。 
 
 共同募金についての詳細は「共同募金会」のホームページを 

ご覧ください。 → https://www.akaihane.or.jp/ 
 
 なお、使い途については、「はねっと（赤い羽根データベース）」で見ることが 

できます。 → http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do 
 
 ご協力をお願いします！！ 

１２月初旬に、名古屋の皆さま

あてに、定期便とは別に臨時

便を送付します。 

よく目を通してくださいね♪ 

「革工芸の会」 

革細工(レザークラフト)をボランティア 

さんに教えてもらいながら行います 
 
日時：平成３０年１2月１１日、平成３１年１月１５日・２９日 

  全て火曜日 １０時１５分～１２時  
会場：名古屋市総合福祉会館６階  録音編集室 

（北区清水四丁目 17-1 北区役所内）  
  
 

 

 寺子屋 NIT! 
 
名工大の現役大学生による学習支援 
 
日時：平成３０年１２月１０日(月)・２１日(金) 

  平成３１年１月２１日(月) 

  １７時３０分～(１時間半程度) 正門前集合  
会場：名古屋工業大学 

(昭和区御器所町、最寄り駅：鶴舞)  
 

 

 

 
内容：学校の宿題やドリル､テスト範囲の勉強など 

筆記用具は各自準備 

 
持ち物：はさみ(よく切れるもの)､あればラジオペンチ  
材料費：1回５００円～(実費相当) 

 
裏面にお茶っこサロンの案内があります♪→ 



 
  

 

 

 

 

今年も残すところ一か月となりました。今年を振り返ると、地震、豪雨そして台風と多くの自然災

害に見舞われました。いずれも日本に住む以上、覚悟しなければならない災害ですが、いろいろな

場所で、連続して発生すると、不安になります。台風では名古屋市内でも停電があり、他人ごとで

はないと、今更ながら思い知らされます。皆さんの備えは大丈夫ですか。 
 
私の１２月の役目が去年からひとつ増えました。区の保育園から頼まれてサンタクロースになりま

す。園児の近親者だと、子どもが気付き夢を壊すので、園児との接点のない私の登場となりました。 

２～３歳児だと、日頃見慣れない、白髭で赤い服のサンタは、怖くて泣きだしてしまいます。近く寄ら

ず、ひたすら微笑むしかありません。  
 
ついでに、小学生の話を付け加えます。先日３年生に、地震で断水し、トイレが使えなくなった時

の話をしました。一人の男の子が、『トイレットペーパーがない時はどうするのですか?』と質問しました。 

『新聞紙をよくもんで使い、トイレに捨てないでビニール袋にためておきます』と答えました。そしたら、

『うちでは新聞を取っていません。』と心配顔です。『じゃあ―、漫画本でも破ったらどうかな』と答え

ると、彼は、即座に『僕はドラゴンボール全 30巻を持っていますが、破れません。』と深刻な顔でした。 

確かに大事な漫画本ですから破れませんね。お父さんの週刊誌でも使うかな・・・。 
 
今年も最後の”お茶っこサロン・なごや”は恒例となった餅つきです。つきたての美味しいお餅を 

みんなで楽しみましょう。  

 
（お茶っこサロンボランティアＯ） 

 

 

【日 時】 平成３０年１２月２３日（日･祝） １０：３０～１２：３０ （受付：１０：００頃～） 
 

【会 場】 東区在宅サービスセンター 
（東区泉二丁目２８-５ 

 高岳げんき館） 
 

【アクセス】 地下鉄桜通線「高岳」駅下車すぐ 

市バス「高岳」(桜通側)下車すぐ 

市バス｢高岳｣(国道 41号線側) 

下車徒歩３分 

※公共交通機関でお越しください。 

       ※駐車場には限りがありますので、 

        車で来られる方は、必ず事前に 

ご連絡ください。 

 
【申  込】 参加希望の方は、１２月１４日（金）までにセンターまでお申込みください。 

 

         ←地下鉄高岳駅改札口付近で、スタッフが看板を持って、駅から道案内しています♪    

 

 
 

 
 

～『今年のクリスマスイブイブもお餅つき』～ 

場所がわからない場合はお電話ください。（電話：０７０-５５８７-７１５３ 当日９：００頃～） 

★7階研修室 


